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2年  4年  6年  合計
男子   16  14  12  42
女子   15  17  17  49
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図2 病球反庖寿向


























学年 N 男  子 N 空  子
2 15 504.4( 78.9〕15 703.3 (142.8)
4 14 509.3(I18.4)!7 733.5 (126,9)
6 342.5 ( 24.5'
'7
518.9 (694)
ま各 N F―全な れ B―領藤
?
?
2 16 0198 0.335





4 17 0.038 O.192
6 17 0.261 0.191
捕球に関する一考察   267
Ⅳ。ま    と    め
前方あるいは後方に落ちるボールを捕球する時,動作にどのような差がみられるか。巧者拙者が











|    このことはボールが描く放物線の中,前半で,ボー ルの方向が比較的変化しない部分の知覚によ
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